
第 2日

【第57回】

穴
吹
が
４
年
連
続
Ｈ
度
目
の
栄
冠
を
獲
得

し
た
。
ウ
エ
ー
ト
リ
フ
テ
ィ
ン
グ
の
鳴
門

渦
潮
は
２
年
連
続
２
度
日
、
レ
ス
リ
ン
グ

の
池
田
は
２
年
連
続
１４
度
目
の
Ｖ
。
ボ
ク

シ
ン
グ
は
吉
野
川
が
制
し
た
。
■
校
だ
け

の
出
場
と
な

っ
た
ボ
ー
ト
は
徳
島
市
立
、

カ
ヌ
ー
は
那
賀
、
フ
ェ
ン
シ
ン
グ
は
城
ノ

内
が
男
女
と
も
優
勝
。
陸
上
は
女
子
走
り

幅
跳
び
の
木
村
美
海

（
つ
る
ぎ
）
と
女
子

４
０
０
研
リ
ン
ト
の
城
南
、

一鳴
門
渦
潮
が

大
会
新
記
録
を
出
し
た
。
第
３
日
の
４
日

は
２６
競
技
が
行
わ
れ
る
。

一岡‐‐‐西丼
徳鳥
文
理
一次‐一
革
でメ
ンを

，‐決‐め
る
富
冊
西
０井‐一
一
一那賀＝
スボ
一
ツセ
ツタ
一
ス
‐‐秋‐一
偲撮
影‐‐‐）

法 算 男 が 壽 が 頂 女 が 校 で 蘭 Z

女
子
は
富
岡
東
．４
年
連
続

（那
賀
川
ス
ポ
ー
ツ
セ
ン
タ
ー
）
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１
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５
１
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「
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徳
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２
１
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準
決
勝
　
富
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２
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勝
ち
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城
北
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２
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潮
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潮
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０
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１
本
も
奪
わ
れ
ず

〇
…
４
連
覇
を
果
た
し
た

富
岡
東
女
子
は
■
回
戦
か
ら

，
■

・一
　

は

「
チ
ー

足
そ
う
に
振
り
返

っ
た
。

決
勝
で
は
冨
田
は
相
手
が

聞
合
い
に
入
っ
て
き
た
と
こ

ろ
に
メ
ン
を
決
め
た
「
明
口

は
メ
ン
ヘ
の
フ
エ
イ
ン
ト
に

つ
ら
れ
て
手
元
の
浮
い
た
相

好
は
【
オ
一
然
朽
鷹
狂
鍛
い

―
実
力
伯
仲
の
男
子
団
体
で
全
国
切

符
を
つ
か
ん
だ
の
は
、
４
月
の
県
連

盟
会
長
杯
を
制
し
て
勢
い
に
乗
る
富
‐

．が
、

一相
手
を
押
し
た
後
に
引
く
と
見

愛
“

り‐‐
メ

″
”
奪

ス っ
崚
「
際
磁
を
”
Ｘ

め
く
く
っ
た
「　
．

・
．　
　
　
」一

一

一
練
習
中
は
い
つ
も

「に
こ
に
こ
し

騨

韮

鯨

夢

酵

語

♂

来
過
ぎ
」
と
手
放
し
で
褒
め
た
‐‥。
団

体
戦
は
控
え
に
回
つ
た
田
上
将
主
将

は

「仲
の
良
さ
は
ど
の
チ
＝
ム
に
も

摯が欲”）モ錮喘部夕０鷹“紅

競
場
導畔
が
見‐‐‐と‐建
鼈


